
 
主催：（一社）日本福祉のまちづくり学会事業委員会・九州沖縄支部 

（公財）交通エコロジー・モビリティ財団 
共催：内閣府沖縄総合事務局 
後援：沖縄県 
協力：特定非営利活動法人 バリアフリーネットワーク会議 

 

東京オリンピック競技大会･パラリンピック競技大会の開催を契機とした共生社会等の実現を
図り、全国のバリアフリー化を一層推進するために総合的な措置を講ずる「高齢者、障害者等の
移動等の円滑化の促進に関する法律」が改正されました。 

これに合わせてバリアフリー基準及びバリアフリー整備ガイドライン（①旅客施設編、②車両
等編）の見直しも行われ、バリアフリー経路の拡充、エレベーターの輸送力強化、トイレの機能
分散、視覚障害者誘導用ブロックの敷設方法、鉄道車両の車椅子スペース増設などが主な見直し
のポイントとして示されました。これらバリアフリー整備ガイドラインの見直し、バリアフリー
法改正の概要なども含めたセミナーを下記の要領で開催いたします。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

 
※次の URL より新ガイドラインがダウンロードできます（当日のガイドライン配布はございません） 
http://www.ecomo.or.jp/barrierfree/guideline/guideline_top.html 

参加対象者：交通事業者、行政担当者、研究者、障害当事者、高齢者、市民の方 など 

 
日 時 2019 年 1 月 23 日（水） 13:30～16:20 13:00～受付開始 

会 場 沖縄県立博物館・美術館 講座室 沖縄県那覇市おもろまち 3 丁目 1 番 1 号 

プログラム    

① 13:30～13:35 (5) 挨拶 日本福祉のまちづくり学会 

九州沖縄支部長 岩浦厚信 

② 13:35～14:00 (25) 基調講演 

「障害者・高齢者の移動と権利」（仮題） 

非営利活動法人エンパワメント沖縄 

元琉球大学教授   高嶺 豊 氏 

③ 14:00～14:15 (15) 改正バリアフリー法の概要等 内閣府沖縄総合事務局運輸部企画室室長 

三宅 亮 氏 

④ 14:15～15:00 (40) ガイドラインの見直し概要 交通エコモ財団              松原 淳 氏 

 休憩 (15)   

⑤ 15:10～15:25(15) バリアフリーの状況 沖縄県子ども生活福祉部障害福祉課  調整中 

⑥ 15:25～15:40(15) 当事者からの期待と課題 沖縄県自立生活センター・イルカ代表 

 長位 鈴子 氏 

⑦ 15:40～16:20(40) パネルディスカッション 

コーディネーター：             バリアフリーネットワーク会議   親川  修 氏 

   パネラー：               沖縄県手をつなぐ育成会   田中  寛 氏 

  沖縄県視覚障害者福祉協会・沖縄点字図書館   知花 光英 氏          

 交通エコモ財団   松原 淳 氏  

 16:20  閉会  

 

【参加申し込み】  ※次頁の送信フォームからどうぞ。  



【会場へのアクセス】    

 

 


